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研究成果の概要（和文）：簡易なPBLを実現するために，マンガケース教材を利用したPBL教材を開発した．そし
て，実験により以下の結果を確認した．①提案手法により，「1.課題発見力」や「4.情報を見極める力・発想
力」などの一連のPBLスキルを育成できること．②提案手法により，育成するPBLスキルをコントロールできるこ
と．③提案手法によるPBLは2コマ(1.5時間×2回)程度の時間で実施できること．
一方で，「目標設定力」などの一部の項目に関して，学びや気づきが得られないなどの課題が残った．しかしな
がら，原因の分析結果から，設問の改善を行うことで，対応が可能であると考えられる．

研究成果の概要（英文）：We developed new Problem/Project Based Learning (PBL) learning materials 
with Manga Case Methods. The proposed method consists of Manga Case, question sets, and a table of 
questions and abilities. With the table, PBL instructors can choose question sets to improve the PBL
 abilities that learners lack. We conducted experiments on prior learning with the proposed method. 
We use two types of question sets, each set of which is designed to improve different PBL abilities.
 We compared the questionnaire results to confirm the effect of those educations. The results show 
that the proposed method improves a series of PBL abilities like "ability to identify challenges” 
and “ability to evaluate and utilize information.” The proposed method improves PBL abilities by 
changing the question sets and was found to improve PBL abilities in a three-hour workshop (1.5 
hours of 2 units).

研究分野：教育工学

キーワード： マンガケースメソッド　project based learning　problem based learning
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 近 年 ， 学 校 教 育 に お い て PBL
（Problem/Project Based Learning）などの
問題解決型の教育手法が注目され，導入が進
んでいる．一方で，PBL 教育導入時の様々な
課題が明らかになってきている(アクティブ
ラーニング失敗事例ハンドブック, 三重大学 
地 域 人 材 教 育 開 発 機 構 
http://www.hedc.mie-u.ac.jp/pdf/ALShippai
JireiHandbook.pdf)．この様な課題を解決す
るために，我々の研究グループでは PBL 教
材としてマンガケース教材を開発した．マン
ガケース教材とは，様々な問題(Problem)を
含んだ状況設定をマンガにより表現した教
材であり，それらの問題解決を通して学びを
引き起こす(図 1)．マンガケース教材の目的
は「状況に埋め込まれた情報へ気づく力や，
それらを解釈する力を高める」ことにある．
具体的な PBL 教育導入時の課題とそれに対
するマンガケース教材のこれまでの取り組
みを以下に示す． 
 

 

図 1 マンガケース教材 
 
導入課題① PBL の状況設定を準備する

コストが高い：教育効果の高い PBL の状況
設定を教授者自身が考え準備する必要があ
り，教授者側の導入コストが非常に高い．こ
れに対して，マンガケース教材では，複数の
問題が埋め込まれた状況設定が教材中に既
に用意されている． 

導入課題② 浅い議論で終わってしま
う：PBL では学習者同士の議論が短絡的な問
題解決策で止まってしまうことが多々発生
する．これに対して，マンガケース教材に適
した議論の活性化手法としてマンガカード
ソート法を開発した．本手法では，学習者が
気づいている情報の繋がりの可視化を可能
とする．本手法を利用することにより，学習
者同士に互いの考えの深掘りを行わせるこ
とに成功した． 

導入課題③ PDCA サイクルを回すこと
が困難：一つの PBL には数ヶ月単位の時間
を要することが一般的である．そのため，半
期の授業の中で，学習者が PDCA サイクルを
回しながら，問題解決策の改善を行う経験を
積むことが困難である．これに対して，マン
ガケース教材を利用した PBL は一日程度の
ワークショップ(5 時間程度)で実施可能であ
る．そのため，半期の授業において，問題解
決の PDCA サイクルを回しながら，3～4 回
の問題解決(PBL)を行わせることが可能であ

る． 
 一方で，未解決な課題も存在する．それら
を以下に示す． 
残課題① 学習者を適切にファシリテー

トすることが難しい：学習者がどこまで問題
(Problem)の状況を理解し，どんな解釈を行
っているかを把握し，躓きを取り除いてあげ
ることが難しい．現状は教授者の経験則に頼
っている部分が強い． 

残課題② 適切な課題セットを設定する
ことが難しい：PBL を通して育成したいスキ
ルが身に着くような課題セットを適切に考
案する必要がある．さらに，これらの課題セ
ットは，扱う問題(Problem)毎に考える必要
がある．現状は教授者の経験則に頼っている
部分が強い． 
 
２．研究の目的 
本研究では，簡易な PBL を実現するため

に，マンガケース教材を利用した PBL 教材
を開発する． 
開発教材はマンガケース教材で利用する

課題セットである．教授者は課題セットを用
いて，マンガケース教材による PBL を実施
し，PBL の基本スキルの育成を行う． 
課題セットは複数用意しておき，教授者が

教育したいスキルに合わせて課題セットを
選択できるようにする．なお，PBL の基本ス
キルは，鈴木の枠組みに基づいて設定する(鈴
木敏恵: “プロジェクト学習の基本と手法―
課題解決力と論理的思考力が身につく”, 教
育出版 (2012))．  
 
３．研究の方法 
 研究方法は大きく三つの方法で実施した． 
 
(1)初学者と熟達者における学習の差につ

いて 
まずは，初学者の学びが発生しにくい要因

とその解決方法を探ることを目的とした．そ
のために，ビジネスリーダーシップを題材と
したマンガケース教材を使用した実験を行
い，ビジネスの熟達者と初心者に関する比較
実験を行った．次に，初学者を対象として，
マンガケース教材を通して，どのような協調
学習が発生するのかを明らかにする実験を
行った． 

提案手法としては，①マンガケース教材と
設問セット群，②設問セットと③PBL スキル
との対応表で構成される学習教材を提案し
た．この学習教材では，教授者は設問セット
と PBLスキルとの対応を参考にして，学習者
に足りないスキルを育成する設問セットを
選択する．そして，設問セットを利用した学
習を実施することで，PBL を実現することが
できる． 

 
(2)PBL課題セット 
次にマンガケース教材における課題セッ

トの設計を行った(表 1)．そして，その有効



性を確認するために，実験を通して以下の 3
点を示した．課題セットにより，①PBL に必
要な一連のスキルを育成できること，②育成
する PBLスキルのコントロールが可能である
こと，③短期間で実施可能なこと． 
 

表 1 PBLスキルとの対応表 

No. PBL スキル マンガケース教材 設問セット 1 設問セット 2 

1 課題発見力  問題分析ツリー  

2 目標設定力   リーダーシップ評価尺度 

3 戦略的に計画する力    

4 情報を見極める力・発想力 マンガ表現による効果   

5 わかりやすく表現する力   テンプレートを使った表現方法 

6 コミュニケーション力 グループディスカッション   

7 論理的に表現する力  トゥールミンロジック テンプレートを使った表現方法 

 
(3)オンライン化に関して 
より簡易なマンガケース教材の導入を実

現するために，moodleを利用してオンライン
版マンガケース教材を開発した(moodle, 
https://moodle.org/)(図 2,3)． 
そして，オンラインおよびオフラインの両

環境における，マンガケースメソッドの教育
効果の差を確認するために，オフラインおよ
びオンラインの両環境において，実験を行い，
その学習効果を比較した．実験結果の分析は，
学習者の多様性を引き出せたか，学習者の没
入感を引き出せたかの二つの観点で実施し
た． 
 
４．研究成果 

それぞれの研究方法に関して以下の結果
を得た． 

(1)初学者と熟達者における学習の差につ
いて 
１）これにより．熟達者は現場経験という

学習によって学んでいる分だけ，さらによく
学べるようになっているという結果が得ら
れた．これは，リーダーとして，直接的行動
を見るだけではなく，周囲の行動がリーダー
の行動の結果から引き起こされるというこ
とを理解し，指摘できるようになるには熟達
を要するという経験則にも合致した結果で
ある． 
２）この結果から，マンガケース教材によ

る学習が三種類に分類できることが分かっ
た（学習区分①自身の視点への理解を深める
学習．学習区分②他者の視点を理解し拡張す
る学習．学習区分③新たな視点を生み出す学
習．）また，初学者には概念モデルが変化す
る学び（学習区分③）を行うことが現実的に
難しく，自己の持っている概念から学びを拡
張するか（学習区分①），あるいは，他人の 

意見の中で受け入れられるものを取り入
れているレベル（学習区分②）の学習で留ま
っていることがわかった．さらに初学者同士 

図 2 オンラインマンガケース教材① 

図 3 オンラインマンガケース教材② 
 

のグループ学習では，学習区分①，②，③の
順に，学びとることができる学習者が少なく
なっていることが分かった．さらに，プレテ
ストの結果から，学習者の学習量や到達可能
な学習区分を予想できる可能性があること
が分かった． 
 
(2)PBL課題セット 
経営学を専攻する学部生 22 名に対して実

験を行い，以下の結果を確認した．①提案手
法により，「1.課題発見力」や「4.情報を見
極める力・発想力」などの一連の PBLスキル
を育成できること．②提案手法により，育成
する PBL スキルをコントロールできること．
③提案手法による PBL は 2 コマ(1.5 時間×2
回)程度の時間で実施できること． 
一方で，「目標設定力」などの一部の項目

に関して，学びや気づきが得られないなどの
課題が残った．しかしながら，原因の分析結

https://moodle.org/


果から，設問の改善を行うことで，対応が可
能であると考えられる．今後は，これらの知
見を活かし，設問セットの改善と作成を行っ
ていく予定である． 

また，学習効果の確認は，カークパトリッ
クの４段階評価法のうち，Level 1:反応
(Reaction)での評価に留まっている．そのた
め，本学習教材の評価と改善を行っていくた
めに，今後は Level 2:学習(Learning)，Level 
3:行動(Behavior), レベル 4：業績（Results）
とレベルを上げて評価する必要がある．
(Kirkpatrick Partners, 
https://www.kirkpatrickpartners.com/Our
-Philosophy/The-New-World-Kirkpatrick-M
odel) 

 
(3)オンライン化に関して 
実験結果の考察から，オンライン学習では，

ケース教材への没入感が下がること，学習者
の自発的な調査学習が行われることが分か
った．そして，これらの効果から，学習者の
観点の多様性が広がることが分かった．一方
で，ディスカッション中に，意見や質問が発
生せず，深い議論へ繋がらないことがわかっ
た． 

また，オフライン学習では，ケース教材へ
の没入感が高まり，キャラクターへの感情移
入が行われることがわかった．一方で，この
高い感情移入が観点の狭さへ繋がっている
ことがわかった． 
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